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次期は11人の議会へ
民営化へ譲渡・貸付を承認
高額契約を承認
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表紙の紹介は最終ページへ ダリアの花言葉…華麗・感謝・優美

髙瀬花園
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このページはみなさんの声で作るページです。
議会傍聴者に限らず、議会に対するご意見や議会だよりの感想などもお待ちしています。
メールやFAXでお気軽にお寄せください。

ご意見・ご感想をお寄せください　　FAX 82－2869　E-mail:gikai@town.soeda.fukuoka.jp
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表紙のテーマは添田町の一次産業の応援です。
応募は議会事務局（82-4001）まで♪お待ちしています。表紙のお店大募集!

問い合わせ先 ＴＥＬ0947-47-7039（歓遊舎ひこさん）

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
さ
っ

そ
く
議
会
広
報
づ
く
り
の
始

ま
り
で
す
。

　
議
会
広
報
を
つ
く
っ
て
2

年
半
。
1
年
生
議
員
の
私
に

と
っ
て
は
、
議
会
を
知
る
上

で
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

声
を
聴
く
上
で
も
、
広
報
づ

く
り
が
大
変
貴
重
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
き
仲
間
の
中
で
、
真
剣

に
意
見
を
交
わ
し
合
い

① 
町
民
の
顔
が
み
え
る

② 
誰
に
で
も
読
め
る

③ 
議
会
の
こ
と
が
わ
か
る

議
会
広
報
を
目
指
し
、
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
も
素
敵
な
広
報
を
つ

く
っ
て
お
届
け
し
ま
す
。
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　（
永
沼
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

久
保
田

　実

　生

　

武

　貞

　誉

　裕

永

　沼

　嘉
代
子

　
　木

　清

　文

髙

　瀬

　知
恵
子

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

　開業24年になる「髙瀬花園」です。メインの花ダリア
は、県内唯一の周年出荷を行っています。花は農協を
通じて全国に出荷しており、町内では歓遊舎で購入す
ることができます。また、息子の寛人さんが津野の実
家に戻り花園を手伝っています。
　寛人さんは花を加工した手作りアクセサリーなども
歓遊舎で販売しています（出品者名：ゴリラの花）。

今回は「髙瀬花園」の
髙
たか

瀬
せ

寛
ひろ

人
と

さんに
インタビューしました。

議会に望むことは？
町の状況がわからな
いので、色々な議員
の声を聞きたい。

＊

津野の良いところは？
自然と神楽がある。

＊

添田町の好きな
ところは？
自然や文化がある。

＊

議会だよりは
読んでいますか？
読んだことない。
（町外にいたので）

＊

どんな町になってほしい？
若者がいないと面白くな
い。若者が、この町に来
たいなと思えるような町

＊

花を加工して作った
手作りのアクセサリー
は、とてもきれいです。
かわいいピアスも
大人気！

おすすめの

商 品おすすめの

商 品



議員定数議員定数

　添田町議会議員の定数調査特別委員会（定数委員会）では、12月10日に会議を開催し
ました。定数に関する意見交換を行い、次期の定数をどうするか、決定しました。
　最初に、定数をどうするか「増、減、現状」から選択し、多数決の結果「減」に決定しまし
た。次に、何人減とするかを選択し、2人減の11人とすることを決定しました。

議会機能の
維持を

現状維持

数人削減しても財政効果はほぼない。

削減後の議会運営は一切話されていな

い。今後の困難な財政運営を見据え、さ

らに監視機能を高める事が必要。無策

な削減は危険。

武貞　誉裕

委員会構成人数が減ること

で、多面的意見が出にくくな

る。広聴活動など、住民に寄

り添った活動にもっと力を

入れていくためにも現状維

持が必要。

永沼　嘉代子
定数削減による財政効果

は小さい。むしろ失うも

のの方が大きい。

白石　雄二

添田町の面積は広いし、

住民の意見を聴くため

には現状維持がよい。

削減は改革ではない。議会基本

条例も制定せずに議会力を低下

させるのは自滅行為。住民の声

は「もっと議会として働け」であ

り、そのための活動が必要。委員

会が5人は少ない。
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久保田　実生

髙瀬　知恵子

議員定数の変化

改正年

平成14年

平成18年

令和 4 年

15

13

11

定数（人）

議次期は　　　の11人
議員定数議員定数

各議員の定数への意見

民意に
応えるべき

定数削減

議長として、これまでの町民アンケー

トや各団体との対話をもとに削減を

決めた。

議会・委員会の活動、町政の監視役と

して、これ以上の削減はしなくてよい。

畠田　勝廣

社会情勢が大きく変わる中、町議

だけ20年間も現状に甘んじるの

は奢
おご

り以外の何ものでもない。

これまでと同様に定数を奇数とし、

議会の最終判断は議長が行う。

緒方　裕子

人口減少が進む中、削減は避

けられない。今回を最終に定

数問題にケリをつけるべき。

議会機能の維持には、最低の

定数が必要。これ以上の削減

は考えないようにするべき。

議会は多数の意見をまとめ、

町民の声を行政に反映させ

ることが大事。しかし、町民

は半数以上が定数減。報酬

を減らし定数を2人ぐらい

増やすのがベストだが、定

数減も致し方ない。

人口減少により民意に沿って

決断。これ以上減らせば議会

が成り立たなくなるのでは。

アンケート結果が民意の全て。

定数減で余剰となった予算は

福祉施設職員の処遇改善

にあててもらいたい。

民意を尊重。人口減と2委

員会の維持を考慮。

山本　文隆

アンケート結果を尊重

すべき。民意を行政に

反映させるのが議員の

務めである。
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合戸　　一

小川　浩一

木　清文

岩本　正

中嶋　浩二

へ！会
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4会場で住民の声を聴く。

活動3
活動4
活動5

活動4

議員定数議員定数

調査のあゆみ

住民との対話（カタリ場）

4団体との対話（応募）

議員で討論

４団体との対話

議員で討論

● アンケートでの住民の声を尊重する。
● 広い添田町で減らすと活動が制限される。
● 人口が減っているのだから減らす。
● 今より減ると充分な活動ができない。

行政区長会 添田東女性の会

添田町女性ネットワーク 畑川を考える会

これからも
住民の声を
しっかり聴いて
がんばるのよ。

少ない？ ちょうどよい？？

活動5昨年の3月議会で　議員提案により、 
 議員定数を調査するための　特別委員会を設置しました。

 3月19日より　8回にわたり
     委員会を開催し　検討を重ねました。

議員定数議員定数

議員定数は
これまでの

1,000人町民アンケート実施

議員が発送しました。
423人から返信がありました。
うち52％が「多い」と回答しました。

廣瀬克哉さん（法政大学副学長）講演
「議会の目指すもの」を学ぶ。

中元寺・落合・津野・オークホールの

主な活動内容

活動1
活動2 オンライン研修

　「議会の目指すもの」

多い？
添田町
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昨年の3月議会で　議員提案により、 
 議員定数を調査するための　特別委員会を設置しました。

 3月19日より　8回にわたり
     委員会を開催し　検討を重ねました。

こうやって
いろいろ調査・研修を
してきたんだねひこ。

1,000人町民アンケート実施

オンライン研修

活動1

活動2

活動3 住民との対話（カタリ場）



△
2
8
4
9
万
円

災
害
復
旧
費

　今
年
度
発
生
分
の
災
害
費

用
の
減
額
。
工
事
費
の
確
定

に
よ
る
も
の
で
す
。
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12月議会12月議会

　町
指
定
文
化
財
で
あ
る
中

村
家
（
本
町
）
を
公
開
活
用

す
る
た
め
の
整
備
事
業
。

　整
備
は
、
活
用
の
ア
イ
デ

ア
を
公
募
し
、
飲
食
店
を
導

入
す
る
こ
と
を
決
定
。
そ
の

ア
イ
デ
ア
を
実
施
す
る
事
業

者
を
公
募
し
、「
添
田
町
活

性
化
推
進
協
議
会
」
に
決
定

し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
決
定
団
体
が
協

議
に
参
加
し
、
整
備
を
進
め

ま
す
。 　一

般
会
計
予
算
で
は
、
1
億
3
5
8
4
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
90
億
9
5
8
8
万
円
と
し

ま
し
た
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計

注目
3

中村家改修事業、スタートへ

一
般
会
計
予
算
の
補
正

そ
の
他
の
議
案

　

 

町
立
保
育
園
4
園
の
指

定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指

定
し
ま
し
た
。

● 

相
手

　添
田
福
祉
会

● 

期
間

　令
和
3
年
度
か
ら

　
　
　
　5
年
間

● 

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
　藤
田

　季
弘

　副
町
長

　『全
企
業
へ
「
永
久
劣
後

ロ
ー
ン
」
融
資
制
度
の
創
設

を
求
め
る
決
議
を
要
望
す
る

陳
情
』
を
採
択
し
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
制
度
創
設
を
求

め
る
意
見
書
を
国
会
、
政
府

に
提
出
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者

　
　
　の
指
定

人 

事
陳 

情

3
8
2
万
円

中
村
家
の

　
　改
修
設
計
費

　コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
向
け
た
準
備
。
接
種
券
を

作
成
し
ま
す
。

　中
学
校
の
修
学
旅
行
を
延

期
と
し
た
た
め
、
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
発
生
。
そ
れ
を
町
が

負
担
し
ま
す
。 2

1
4
万
円

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　準
備
費

2
2
3
万
円

修
学
旅
行
の

　キ
ャ
ン
セ
ル
料

今年の秋頃オープン予定

歴史的風致維持 向 上 計 画

中
村
家
の
事
業
費
見
込

み
は
、
全
体
で
3
7
8

2
万
円
。
事
業
自
体
を

中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

（
久
保
田
）

町
指
定
文
化
財
で
あ
り
、

壊
す
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
近
く
の
人
気
店
や

中
島
家
、
地
域
の
方
と

連
携
し
て
可
能
性
を
探

る
べ
き
。
　
　
　（武
貞
）

反
対

賛
成

討
論

賛
反

12月議会12月議会
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　12
月
議
会
を
12
月
8
日
〜
11
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
条
例
の
改
正
や
補

正
予
算
、
契
約
な
ど
10
件
の
議
案
を

福祉

民
営
化
へ
譲
渡
・
貸
付
を
承
認

賛否が分かれた議案 賛成：○ 反対：▲ 

畠  

田

白  

石

小  

川

中  

嶋

武  

貞

永  

沼

山  

本

合  

戸

髙  

瀬

岩  

本
　

  

木

久
保
田

緒  

方
議案名

※表記は正式議案名ではありません　※上記以外の議案は全会一致で可決しました

畠田議長は採決に加わりません。ただし、賛否同数時のみ表明し、
議案の可否を決定します。

議員名

-○○○○▲○○○○○○○

-○○○○▲○○○○○▲○

町の財産の処分
（養護老人ホーム錦風荘）
町の財産の貸付

（特別養護老人ホームそえだ）

注目
1

-○○○○○○○○○○▲○一般会計予算の補正
注目
3

注目
2

　
福
祉
施
設
の
民
営
化
の
方

針
の
も
と
、
町
の
財
産
を
譲

渡
・
貸
付
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

①
錦
風
荘

　
譲
渡
し
相
手
の
所
有
物
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
10
年

間
は
現
在
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

②
特
養
そ
え
だ

　
町
の
財
産
の
ま
ま
10
年
間

無
償
で
貸
し
ま
す
。
現
在
の

場
所
は
洪
水
浸
水
想
定
区
域

内
で
す
。
10
年
以
内
に
別
地

に
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
建
設
し
運
営
し
て
い
く
こ

と
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
1
件
を
採
択
し
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

契 

約

職
員
の
処し

ょ

遇ぐ
う

が
下
が
る

可
能
性
も
あ
る
。
民
営

化
は
安
心
し
て
過
ご
せ

る
施
設
の
妨
げ
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　  （
永
沼
）

職
員
の
処
遇
は
、
事
業

者
の
運
営
に
よ
る
。
上

向
き
に
な
れ
ば
処
遇
も

今
以
上
に
な
る
。（
中
嶋
）

財
務
規
則
で
は
建
物
の

貸
付
は
5
年
が
上
限
。

ま
た
、
所
有
者
と
し
て

の
経
費
を
相
手
に
求
め

る
べ
き
。　
　（
久
保
田
）

移
行
先
か
ら
の
処
遇
の

説
明
も
な
く
、
職
員
は

不
安
。
処
遇
を
低
下
さ

せ
な
い
移
行
で
な
け
れ

ば
、
反
対
。
　 

（
永
沼
）

討
論

錦
風
荘

注目
1

特
養
そ
え
だ

注目
2

建物
土地
金額

引渡し日

内容 ①養護老人ホーム
　錦風荘

2436.76㎡ 無償譲渡
8968.44㎡ 有償譲渡
4199万9204円
令和3年4月1日

土地・建物
期間

内容 ②特別養護老人ホーム
　そえだ

10年間の無償貸付
令和3年4月1日～

反
対

反
対

反
対

賛
成 賛

反

福祉施設の民営化

相手 社会福祉法人光和苑（福岡県苅田町）
こう わ えん

さ
ま
た



視
察
後
の
感
想

み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見

今
後
は…

観光

森
を
活
用
し
た

　
　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

地域
産業

歓
遊
舎
を
現
地
調
査

　11
月
17
日
、
福
岡
県
糸
島
市
の
山
中
に
あ
る
大
人
気
施
設

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
糸
島
」
に
総
務
文
教
常
任
委

員
会
で
視
察
研
修
へ
行
き
ま
し
た
。

　10
月
29
日
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
と
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん

の
理
事
長
・
役
員
の
10
名
で
、
歓
遊
舎
の
今
後
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

委員会レポート委員会レポート
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● 

添
田
町
で
も
で
き
る
場
所
が
あ
る
。

● 

か
な
り
の
山
奥
だ
が
、
客
が
多
い
。

● 

町
に
で
き
た
ら
、
観
光
の
目
玉
に

な
る
の
で
は
。

● 

自
然
を
活
か
し
て
安
全
に
遊
べ
る
。

　
総
務
文
教
委
員
会
で
は
、
今
後
予

定
さ
れ
る
日
田
彦
山
線
の
復
旧
に
合

わ
せ
た
、
地
域
の
活
用
施
策
の
1
つ

と
し
て
、
町
長
へ
の
提
言
も
含
め
、

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

施
設
概
要

　
こ
の
施
設
は
自
然
体
験
型
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
34
か
所
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
糸
島
市
の
み
で
す
。
安
全

な
ワ
イ
ヤ
ー
を
利
用
し
、
木
と
木
の

間
を
ロ
ー
プ
で
渡
っ
て
遊
び
ま
す
。

【
生
産
者
】

▼
生
産
者
に
対
す
る
補
助
・
育
成

▼
後
継
者
不
足

【
施
設
】

▼
レ
ス
ト
ラ
ン
の
天
井
が
高
く
、夏
季
、

冬
季
の
冷
暖
房
の
効
率
が
悪
い

▼
公
園
遊
具
の
整
備
と
増
設

▼
駐
車
場
問
題
の
解
決
を

● 

施
設
の
老
朽
化
が
激
し
い
。
毎
年
、

小
規
模
な
改
修
を
行
え
ば
経
費
も

少
額
で
済
む
と
思
う
。

● 

集
客
の
た
め
に
は
、
遊
具
の
更
新

も
必
要
だ
と
感
じ
た
。

【
運
営
】

▼
指
定
管
理
期
間
を
10
年
に
で
き
な

い
か

▼
売
り
上
げ
減
少
は
長
雨
、
豪
雨
、

獣
害
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る

ポイントはココ!ポイントはココ!

調
査
後
の
感
想

☆
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
、大

人
ま
で
楽
し
め
る

☆
年
間
3
万
人
が
利
用

☆
森
の
中
な
の
で
、コ
ロ
ナ

禍
で
も
大
丈
夫

いろいろなコースで一日遊べる

開設22年 傷みも目立つ

臨時議会臨時議会

170号（R3.2）8

討
論

賛
反

有限会社小川商事
985万8200円

有限会社小川商事
3219万4800円

相手

金額

相手

金額

　臨
時
議
会
を
10
月
30
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

契
約
1
件
、
財
産
の
取
得
3
件
を
審
議
し
、
承

認
し
ま
し
た
。
5
0
0
0
万
円
以
上
の
工
事
契

約
、
7
0
0
万
円
以
上
の
財
産
の
取
得
に
は
、

議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。

契約

高
額
契
約
を
承
認
ー
戸
別
受
信
機
、教
育
機
器
等
ー

　防
災
情
報
を
受
信
す

る
た
め
の
工
事
。
戸
別

受
信
機
は
ラ
ジ
オ
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

役
場
な
ど
の
人
の
出
入

り
が
多
い
場
所
に
測
定

機
器
を
設
置
（
19
台
）。

　全
生
徒
・
児
童
に
準

備
。
機
種
は
田
川
市
郡

で
統
一
し
、
業
者
選
定

も
同
じ
に
し
ま
し
た
。

　小
中
学
校
に
、
電
子

黒
板
と
実
物
投
影
機
を

各
47
台
設
置
。

戸
別
受
信
機

体
温
測
定
機
器

タ
ブ
レ
ッ
ト

電
子
黒
板
等

契
約
等

株式会社九電工 北九州支店
2億1802万円

ミカサ商事株式会社（大阪市）
3714万2820円

戸別受信機
整備工事

体温測定用
機器購入

タブレット
端末購入

電子黒板等
購入

相手

金額

相手

金額

体温測定器（オークホール）

同
型
で
も
同
機
能
で
も
、

も
っ
と
安
い
金
額
で
販

売
し
て
い
る
。
経
費
削

減
が
可
能
。
　（久
保
田
）

町
の
仕
様
書
に
従
い
公

正
な
入
札
で
決
ま
っ
た

こ
と
。
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
早
急
な
設
置
を
。

（
中
嶋
）

　11
月
臨
時
議
会
を
開
催
し
、

職
員
の
給
与
支
給
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

　国
家
公
務
員
へ
の
人
事
院

勧
告
の
内
容
を
考
慮
し
た
内

容
で
す
。
年
間
で
0
・
0
5

か
月
分
の
削
減
、
全
体
で

2
4
0
万
円
の
減
額
で
す
。

体
温
測
定
機
器

職
員
ボ
ー
ナ
ス

　
　
　
　を
削
減

反
対

賛
成



山
本

　文
隆
議
員

や
ま

　も
と

　
　
　
　ふ
み

　た
か

町
長
も
菅
総
理
が
目
指
す「
自

助
、
共
助
、
公
助
」
を
折
に
触
れ
発

信
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
高
齢

化
率
40
％
を
超
す
「
超
超
高
齢
社
会
」

の
本
町
で
は
自
助
は
大
変
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
独
居
老
人
や
老
老

介
護
の
世
帯
が
多
く
、
か
つ
て
の
３

世
帯
同
居
等
と
は
異
な
り
、
自
助
の

力
は
非
常
に
弱
い
で
す
。

　
し
か
し
公
助
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、
区
長
会
、
民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ｲ
ア
団
体
等
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
団
体
が
よ
り
活
動
で
き
る
よ
う

に
予
算
措
置
を
す
る
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
見
解
を
尋
ね
ま
す
。

現
在
第
6
次
総
合
計
画
を
策

定
中
で
す
が
、「
協
働
」
を
推
進
し
ま

す
。
ま
ず
は
地
域
の
方
と
役
割
な
ど

の
話
し
合
い
を
行
い
、
共
助
が
で
き

る
環
境
整
備
を
行
い
た
い
で
す
。

山
本

少
子
高
齢
化
の
中
で

共
助
の
拡
充
を

問問町
長

第
６
次
総
合
計
画
で

協
働
の
推
進
を
図
る

町
長

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
含
め
検
討
す
る

動
画
へ
GO働

き
方
改
革
が
言
わ
れ
る
中
、

役
場
の
現
状
を
尋
ね
ま
す
。
い
つ
も

残
業
が
あ
る
課
は
、
偏
り
を
な
く
す

よ
う
定
期
的
に
見
直
し
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
若
者
家
庭
は
、
仕
事
と

育
児
や
介
護
の
両
立
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。定

期
的
な
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
体
制

を
変
え
、
職
員
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
長

町
長

山
本

一般質問一般質問
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コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
え
な
い

中
、
九
州
初
の
B
R
T
の
運
用
が
3

年
後
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

町
民
と
行
政
と
議
会
が
一
丸
と
な
っ

て
町
の
発
展
の
た
め
、
頑
張
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
は
3
年
後
に
は
休
館

に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

B
R
T
の
関
係
で
転
用
も
あ
り
え
る

と
聞
い
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
施
設
へ
と
考
え
て
い
る
な
ら
、
ぜ

ひ
と
も
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
施
設
を

作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

歓
遊
舎
へ
の
集
客
に
も
つ
な
が
り
、

住
民
の
方
々
の
健
康
、
体
力
作
り
に

も
つ
な
が
る
画
期
的
な
施
設
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
も
含
め
、
子

ど
も
た
ち
が
積
み
木
で
遊
ん
だ
り
、

木
育
が
で
き
た
り
、
多
く
の
家
族
が

集
え
る
よ
う
な
施
設
を
作
っ
た
ら
ど

う
か
と
協
議
、
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
振
興
の
施
設
と
し
て
、
ク
ア

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
何
か
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
も
含
め
て
提
案
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
を

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
に

問問 　木

　清
文
議
員

よ
し

　

  

き

　
　
　
　

 

き
よ

　

 

ふ
み

動
画
へ
GO

　
木

「
働
き
方
改
革
」の
現
状
は

嘉麻市にあるボルダリング施設

町
長

か
た
よ

も
く 

い
く

地域の実情を聴く
（民生委員との対話2019年） 　木　清文

添田町議会

議会は、まちの予算や身近な問題を話し合う大切な場です。
皆さんもお気軽にお越しください。
開催日程などは、議会事務局にお問い合わせください。

議会事務局 TEL 82-4001（直通）お問い合わせ

議会・委員会を傍聴しませんか

 ● 少子高齢化の中で共助の拡充を
 ● 「働き方改革」の現状は

 ● 予算不足が生じた場合の対応は

 ● ＢＲＴ復旧計画の現状は　　　
 ● 新型コロナの町への影響

 ● クアハウスをボルダリング施設に

 ● 提言の記録制度の導入を
 ● 新年度の予算編成にあたって

山本　文隆

氏　名 一 般 質 問 項 目 ※ ページ数

11ページ

12ページ

13ページ

武貞　誉裕

 ● 安心して働ける民間への移行を
 ● 彦山駅まで鉄道で

中嶋　浩二

永沼嘉代子

一般
質問
一般
質問

久保田実生

170号（R3.2）10

※一般質問とは議員が町長などに町のことについて現状の報告や方針などの説明
　を求めたり、疑問点を質問したりすることをいいます。

 ● 内容を掲載しています。
 ● 内容の掲載はありません。動画ではすべてご覧いただけます。

町
政
を
問
う
！！

町
政
を
問
う
！！

町
政
を
問
う
！！



一般質問一般質問

永
沼

　嘉
代
子
議
員

な
が

　ぬ
ま

　
　
　
　 

か

　
　よ

　
　こ

町
長

職
員
の
立
場
に
立
っ
た
形
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
老
人
施

設
に
は
、
安
心
し
て
働
け
る
職
員
体
制

が
重
要
で
す
。

　4
月
か
ら
特
養
そ
え
だ
・
錦
風
荘
の

2
施
設
は
、
社
会
福
祉
法
人
光こ

う

和わ

苑え
ん

へ

の
移
行
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　町
が
決
め
た
民
営
化
で
す
か
ら
、
職

員
の
処し

ょ

遇ぐ
う

が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　し
か
し
、
処
遇
の
低
下
が
予
想
さ
れ
、

職
員
は
勤
め
る
か
、
辞
め
る
か
を
迫
ら

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

事
実
で
す
か
。

現
在
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向

け
、
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
な
説
明
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　職
員
で
希
望
す
る
方
は
、
任
用
す
る

こ
と
を
移
行
条
件
に
、
ま
た
処
遇
に
つ

い
て
も
、
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
方

策
を
光
和
苑
に
提
示
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

賃
金
が
下
が
る
の
で
す
か
。

退
職
金
制
度

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
不
利
益
が
生
じ

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
措
置
を
と
る
見
通

し
で
、
詳
し
く
は
理
事
会
後
に
説
明
し

ま
す
。

　雇
用
形
態
に
よ
っ
て
は
、
下
が
る
方

も
、
上
が
る
方
も
い
ま
す
。
全
て
の
職

員
が
下
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
働
け
る

民
間
へ
の
移
行
を

問問

動
画
へ
GO

永
沼

永
沼

町
長

保
健
福
祉
環
境
課
長

安心して働ける環境を（イメージ）

久
保
田

　実
生
議
員

く

　
　ぼ

　
　た

　
　
　
　
　

 

み

　

 

し
ょ
う

昨
年
、
築
上
町
の
談
合
事

件
で
、
職
員
が
有
罪
判
決
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
件
は
、
元
議
員
に
よ

る
圧
力
で
職
員
が
違
法
行
為
に
加
担

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　添
田
町
で
も
こ
う
し
た
こ
と
が
な

い
よ
う
、
取
り
組
み
や
制
度
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　議
員
を
含
む
公
職
者
か
ら
の
提
言

を
記
録
す
る
制
度
の
導
入
を
提
案
し

ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
口
利

き
記
録
の
取
扱
い
と
し
て
、
条
例
、

要
綱
、
要
領
な
ど
で
定
め
て
い
ま
す
。

　鳥
取
県
で
は
、
一
定
の
公
職
者
か

ら
の
提
言
を
記
録
す
る
よ
う
、
平
成

14
年
か
ら
要
領
で
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
提
言
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

も
し
て
い
ま
す
。

　添
田
町
で
も
提
言
の
記
録
制
度
を

導
入
し
、
共
有
、
公
表
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

久
保
田

提
言
の
記
録
制
度
の

導
入
を

問問町
長

興
味
あ
る
提
案
で
、
検
討
す
る

動
画
へ
GO非

常
に
興
味
あ
る
提
案
だ
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
町
で
は
、「
不

当
要
求
行
為
の
防
止
に
関
す
る
要
綱
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　町
と
し
て
も
施
策
立
案
等
へ
の
検

討
材
料
に
も
な
り
ま
す
。
今
後
、
こ

の
提
案
を
、
し
っ
か
り
議
論
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1113 170号（R3.2）

そ
の
他
の
質
問

・
彦
山
駅
ま
で
鉄
道
で

そ
の
他
の
質
問

・
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

町
長一口メモ

　鳥取県では、片山知事の時代
に提言を記録・公開する仕組み
を導入しました。
　令和元年度の提言は2件。川
土手の倒れたフェンスの撤去依
頼など。

鳥取県の取組

一般質問一般質問

170号（R3.2）12

中
嶋

　浩
二
議
員

 

な
か

　

 

し
ま

　
　
　
　

 

こ
う

　

 

じ

町
長

目
的
を
し
っ
か
り
見
据
え
対
応
す
る

国
の
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、

本
町
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
が
20
・

1
％
と
低
く
地
方
交
付
税
43
・6
％
を

中
心
と
し
た
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

　
令
和
3
年
度
予
算
に
お
い
て
収
入

不
足
が
生
じ
た
場
合
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
度
末
に
期
限
切

れ
と
な
る
過
疎
法
の
今
後
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

令
和
3
年
度
の
予
算
編
成
は
、

非
常
に
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。
目
的

を
見
据
え
て
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

で
対
応
し
ま
す
。
臨
時
財
政
対
策
債

は
必
要
な
場
合
に
、
財
政
調
整
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
過
疎
法
は
令
和
3
年
3
月

に
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
法

律
で
過
疎
債
が
発
行
で
き
、
7
割
が

国
か
ら
交
付
税
と
し
て
補
う
と
い
う

も
の
で
す
。
今
後
の
継
続
を
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

予
算
不
足
が
生
じ
た

場
合
の
対
応
は

問問

動
画
へ
GO

中
嶋

町
長

武
貞

　誉
裕
議
員

た
け

　

 

さ
だ

　
　
　
　

 

た
か

　ひ
ろ

町
長

年
度
内
に
計
画

7
月
の
日
田
彦
山
線
復
旧
会

議
で
、
B
R
T
で
の
復
旧
が
決
定
し
、

現
在
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
で
も
復
旧
に
つ
い
て
選
定

さ
れ
た
役
員
が
参
加
し
て
会
議
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
今
後
の

計
画
は
。 現

在
の
状
況
は
、
今
年
度
内

に
「
地
域
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
計
画
で
は
、添
田
、歓
遊
舎
、桝
田
、

彦
山
駅
周
辺
の
整
備
を
含
め
て
3
年

以
内
で
計
画
し
ま
す
。

　
策
定
後
は
、
す
ぐ
に
取
り
か
か
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

歓
遊
舎
を
は
じ
め
、
実
際
に

困
っ
て
い
る
町
民
が
い
ま
す
。
臨
時

議
会
を
開
催
し
て
で
も
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
復
旧
を
進
め
る
よ
う
な
決

断
も
必
要
で
す
。

B
R
T
復
旧
計
画
の

現
状
は

問問

動
画
へ
GO

武
貞

武
貞

町
長

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
町
へ
の
影
響 

今後、整備予定の添田駅

一口メモ

町が直接、収入し自由に
使えるお金

●自主財源

国などから交付されるお
金や、借り入れするお金

●依存財源

国から交付されるお金の不足を補うため、町が
借り入れるお金。その返済金は、あとで国から交
付されます。

●臨時財政対策債

人口減少の著しい市町村を支援する法律
●過疎法（過疎地域自立促進特別措置法）

余裕があるときに蓄え、必要な時に
使える町の貯金

●財政調整基金

交付税など

過疎債など



　11月16日、議会広報研修会に参加し
ました。専門家から広報紙「こんにちは
議会です。」の良い点、改善点の評価を受
けました。本町以外の議会広報紙を見る
のも、大変参考になりました。

専門家から
絶賛された168号！

任期あと2年任期あと2年

168号（R2.8
） 2

3年

4年

ゴール

町
民
の
た
め

一
徳
一
心
で
頑
張
り
ま
す
。

一
服
。

　
ど
う
す
れ
ば
実
を

　
　
つ
け
さ
せ
ら
れ
る
か
な
？

　
　
　（
農
業
、幼
稚
園
、高
齢
者…

）

あ
と
2
年
、

町
を
明
る
く
す
る
た
め
に

汗
を
か
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
の
日
々
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
声
を
形
に
で
き
る
よ
う

前
進
し
て
い
き
ま
す
。

清
く
！

　
正
し
く
！

　
　
美
し
く
！

議
長
の
サ
ポ
ー
ト
と

住
民
の
皆
様
、役
場
、議
会
と
の

調
整
役
を
果
た
し
ま
す
。

町
民
、皆
さ
ん
の
声
や
意
見
に

立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く

前
進
し
ま
す
。

み
ん
な
が
笑
っ
て
暮
ら
せ
る

　
添
田
町
を
目
指
し

　
　
が
ん
ば
る
ぞ
ー

心新たに、残
り2年間

町民の声を聴
くことに努め

ます。

そして「開か
れた議会」「

わかりやすい
議会」

の実現に向け
て、議会改革

に取り組みま
す。

永
沼 

嘉
代
子

岩
本

　正

白
石 

雄
二

緒
方 

裕
子

小
川 

浩
一

山
本 

文
隆

議
長 

畠
田 

勝
廣

副
議
長 
合
戸 

　一

33
168号（R2.8

）

任期あと2年任期あと2年

1年

2年スタ
ート

議
会
基
本
条
例
を

　
　
　
　
つ
く
る
！

頭
を
挙
げ
て
山
月
を
望
み

　
　
頭
を
低
れ
て
故
郷
を
思
ふ

　
　
　
　
故
郷
再
生
に
尽
く
す

残
り
2
年
！

今
後
も
、歴
史
や
自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！

対
話
の
場
を
つ
く
っ
た
こ
の
2
年
。

さ
ら
に
対
話
す
る
議
会
へ

全
力
疾
走
！

任
期　
　を
終えて

…

残り
　　
に向けて

！
2年 2年

今はここ

平成30年7月22日からスタートしてこの2年間、

町民の声を聴くことに重点を置いて、

全議員、頑張ってきました。

残りの任期に向けての意気込みを

全議員が語りました。

今回は、日頃の姿を写しました。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
添
田
町
。

あ
と
２
年
間
、

よ
い
町
し
っ
か
り
築
き
ま
す
。

久
保
田 

実
生

武
貞 

誉
裕

中
嶋 

浩
二

髙
瀬 

知
惠
子

　木 

清
文

広報クリニック

　コロナ禍の成人式となりましたが、立派に成長
した皆さんに逢え安心しました。
　これからも頑張ってください。応援しています。

成人式に参加

議長ノート

1月10日
議会の代表として、

活動報告をお届けします（畠田）

トピックストピックス

170号（R3.2）15

議
会

住
民

よりよい町政に！

テーマや課題を
一緒に考える

と　　の住民 議会 カタリ場

課
題
を
調
査
へ

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
、意

見
が
聴
け
た
こ
と
は
、大
変
よ

か
っ
た
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　　

 

各
会
場
の
対
話
の
中
で
だ

さ
れ
た
要
望
・
提
案
な
ど
は
、

課
題
別
に
分
け
て
各
委
員
会

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　　

 

こ
れ
ら
の
意
見
を
ま
と
め
、

町
へ
の
提
言
に
つ
な
げ
、
委

員
会
の
重
点
取
り
組
み
事
項

と
し
て
、
問
題
解
決
に
向
け

て
議
論
を
進
め
ま
す
。

町への提言

町 議会 ○△×

×
△

!!

委員会で検証

ヤッター

声の実現

今
後
の
手
順

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

歓遊舎ひこさんの今後
福祉施設のあり方

中学校の建替えと
　　小学校の統廃合

日田彦山線の今後
　（BRT・駅周辺の整備）

地域の交通課題

聴いた声を活かす
～未来会議～その後

◆12月22日…田川郡町村議会議長会議
◆12月24日…田川東部環境衛生施設
　　　　　　　組合議会
◆ 1 月10日…消防出初式
◆ 1 月12日…福岡県町村議会議長会
　　　　　　　理事会

その他の参加会議

重点取り組み事項

取り組みの結果は議会広報紙や
ホームページでお伝えします。

10月に、中元寺・落合・津野・オークホールの4会場で、
69名の参加者の方々と、カタリ場を開催しました。

　対話の中で、困っていることや、提案などを聴くことができました。

トピックストピックス

170号（R3.2）14

研修

築
上
町
議
会
と
一
緒
に
学
ぶ

　
11
月
18
日
、
築
上
町
議
会
（
福
岡
県
）
が
広
聴
活
動
を
学
ぶ
た
め
来
町
し

ま
し
た
。
議
会
広
報
委
員
会
が
受
け
入
れ
、
約
１
時
間
半
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク

を
メ
イ
ン
に
対
話
に
よ
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

対
話
で
研
修

　築
上
町
議
会
は
、
今
後
の

活
動
に
町
民
と
の
対
話
を
取

り
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　研
修
で
は
、
添
田
町
議
会

が
カ
タ
リ
場
を
開
催
す
る
ま

で
の
流
れ
と
、
対
話
を
中
心

に
し
た
当
日
の
内
容
を
説
明

し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
2
班
に
分
か
れ

て
一
緒
に
対
話
を
実
践
し
て

み
ま
し
た
。

　対
話
形
式
で
研
修
を
行
っ

た
の
は
、
初
め
て
の
試
み
で

し
た
。

研
修
を
終
え
て

築上町
議会の
感想

初

研修の流れ

①自己紹介

②添田町議会からの説明

③テーブルトーク

④研修の振り返り

大満足な研修だったと好評でした

対話の重要性を
学びました。

研修を参考に、ぜひとも
対話の場を計画したい。
まずは区長会との
意見交換を　

うろこ

初めて
知ったことも多く、
本当に目から鱗の
研修だった　

町民の声を
どう活かすかが大切。
大変参考になりました。

次は築上町へ


